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●●● 国民健康保険税のお知らせ ●●●

　

六
月
九
日
に
阿
智
村
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
平

成
二
十
二
年
度
の
阿
智
村
国
民
健

康
保
険
税
の
税
率
改
定
に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
阿
智
村
議
会

六
月
定
例
会
に
阿
智
村
税
条
例
の

一
部
改
正
議
案
を
上
程
し
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
一
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
一
人

当
た
り
の
医
療
費
が
約
十
％
伸
び

ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
度
の
四
、

五
月
請
求
分
の
医
療
費
の
状
況
を

見
る
と
、
前
年
度
対
比
で
二
十
％

以
上
の
伸
び
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
二
十
二
年
度
分
の
課
税
所

得
は
対
前
年
比
約
十
六
％
減
と
な

り
、
国
保
税
も
約
十
一
％
の
減
収

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
当
初
予

算
で
約
四
千
万
円
の
基
金
繰
入
を

必
要
と
し
て
お
り
、
税
率
改
定
を

し
な
い
場
合
は
、
更
に
一
千
万
円

近
く
を
基
金
か
ら
繰
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
初
予
算

以
上
に
基
金
を
繰
入
れ
る
こ
と
な

く
国
保
会
計
を
運
営
す
る
に
は
、

国
保
税
の
医
療
費
分
に
つ
い
て
、

十
五
％
の
引
き
上
げ
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
景
気
低
迷
に
よ
り
所
得

が
減
少
す
る
中
で
、
皆
様
の
負
担

が
増
す
わ
け
で
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

税率表
賦　課
限度額平等割均等割資産割所得割区　　分

50万円

16,100円12,200円14.00％3.89％Ｈ22年度
医　　療
給付費分 15,100円10,200円12.28％3.35％Ｈ21年度

1,000円2,000円1.72％0.54％増減額（率）

13万円6,400円8,200円9.72％2.10％据　　置後期高齢者
支援金分

10万円6,000円7,700円9.95％1.64％据　　置介　　護
納付金分

国保財政調整基金の推移　　　　　　単位：千円
22年度末
（見込）21年度末20年度末区　分

111,322150,152180,282基金残高
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●●● 国民健康保険税のお知らせ ●●●

国
民
健
康
保
険
税
は
何
の
た

め
に
使
わ
れ
る
の
で
す
か
？

私
た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
に
安
心
し
て
医
療
機
関
等
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
、ふ
だ
ん
か
ら
お
金（
国

民
健
康
保
険
税
）を
出
し
合
い
、お
互
い
に

助
け
合
っ
て
行
こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

　

医
療
機
関
で
支
払
う
医
療
費
は
、
実
際

に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
（
原
則
三
割
）

で
、
残
り
の
七
割
の
半
分
が
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
で
賄

わ
れ
、
残
り
半
分
が
国
県
村
の
公
費
に
よ

り
賄
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は

ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま
る
の

で
す
か
？国

民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
全

員
が
負
担
す
る
医
療
給
付
費
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
と
、
四
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
加
入
者
（
介
護
保
険
第

二
号
被
保
険
者
）
が
負
担
す
る
介
護
納
付

金
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
医
療
給
付
費
分
の
税
率
は
、

ま
ず
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
医
療

給
付
費
等
の
必
要
総
額
を
推
計
し
ま
す
。

そ
こ
か
ら
国
、
県
、
村
か
ら
の
補
助
金
を

差
し
引
い
た
残
り
が
、
医
療
給
付
費
分
の

国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
必
要
な
額
と
な

り
ま
す
。

　
〔
医
療
費
の
総
額
〕－

〔

･
･

国 

県 

村
か

ら
の
補
助
金
〕
＝
〔
必
要
と
な
る
国
保
税

の
額
〕　

　

こ
の
必
要
な
税
額
に
合
わ
せ
て
、
国
保

加
入
者
の「
所
得
」「
資
産
」「
加
入
者
数
」「
世

帯
数
」を
も
と
に
税
率
を
決
定
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
と
介
護
納
付
金

分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
制
度
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
な
額
の
二
分
の
一
を
保
険

税
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

国
保
税
率
を
改
訂
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
原
因
は
何
で
す
か
？

国
保
税
率
を
改
訂
し
、皆
さ
ん
に
負

担
増
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
原
因
は
主
に
次
の
二
つ
と
な
り
ま
す
。

①
医
療
費
の
増
加　

対
前
年
比
二
十
％
の

医
療
費
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

②
景
気
等
の
影
響
に
よ
る
課
税
所
得
の
減
少

昨
年
十
億
円
あ
っ
た
課
税
所
得
が
、
今
年

は
約
八
億
四
千
万
円
（
△
十
六
・
八
九
％
）

に
減
少
し
、保
険
税
収
入
が
不
足
し
ま
す
。

今
回
の
改
訂
で
、
一
世
帯
当

た
り
の
税
負
担
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？前

年
度
と
所
得
が
変
わ
ら
な
い
世

帯
の
場
合
、
国
保
税
（
医
療
費
分

＋
支
援
金
分
）
で
平
均
約
九
％
の
負
担
増

と
な
る
見
込
で
す
。

　

な
お
、
平
成
十
八
、
十
九
年
度
で
国
保

税
（
医
療
費
分
）
を
約
十
％
減
額
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
の
改
訂
で
減
額
前
（
平

成
十
七
年
度
）
程
度
の
負
担
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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●●● 国民健康保険税のお知らせ ●●●

“倒産・解雇などによる離職”（特定受給資格）や“雇い止めなどによる離職”（特定理由離職者）

をされた方の国民健康保険税が、22年4月より軽減されます。

◆対象者

離職日の翌日から翌年度末までの期間において

　（1） 雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職）

　（2） 雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職）

　として求職者給付（基本手当等）を受ける方です。

※雇用保険受給資格者証の離職理由が11,12 , 21, 22 , 31 , 32 , 23 , 33 , 

34に該当する方

※高年齢受給資格者及び特例受給資格者の方は対象となりません。

国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。

軽減は、前年の給与所得をその  30／100 とみなして行います。

離職日の翌日から翌年度までの期間です。

※雇用保険の求職者給付（基本手当等）を受ける期間とは異なります。

※届出が遅れても遡及して軽減を受けることができます。

※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、会

社の健康保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると終了します。

�������	
��
��������������	�����������	


出納室税務係  �43－2220（内線248・249）  へお問い合わせください。

◆軽減額

◆軽減期間

制度が始まる前1年以内（平成21年3月31日以降）に離職された方は、平成22

年度に限り国民健康保険税が軽減されます。
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●●● 介護保険制度について ●●●

　介護保険制度は平成12年4月からスタートしています。制度を運営していくうえで、皆さん

に納めて頂いている介護保険料は欠かすことのできないものです。

　今回は、介護保険料に関してお問い合わせの多い内容をまとめました。

問い合わせ先：阿智村役場　民生課（内線242）　TEL 43－2220 

　介護保険料は40歳以上の皆さんにお支払い頂きます。

　40歳から64歳までの方は、加入している医療保険の保険料と一緒に徴収されます。国

民健康保険に加入している方は、国民健康保険税として徴収されます。国民健康保険税の

なかに、介護保険料として「介護納付金」が含まれています。

　65歳を過ぎると「介護保険料」のみを、直接村へ納めて頂くようになります。65歳の

誕生日が過ぎてから、村より介護保険被保険者証と介護保険料の納入通知書をお送りしま

すので、郵送物のご確認をお願いします。

　口座振替は料金ごとそれぞれに手続きが必要です。既に税金関係の手続きをしていても、

合わせて介護保険料を口座振替することはできません。以下の物をお持ちになって、手続

きにお出かけください。

　持ち物：預貯金通帳、通帳の届け出印

　65歳以上の方で、年額18万円以上の老齢・障がい・遺族年金の給付を受けている方は、

「特別徴収」として年金から介護保険料が天引きされます。しかし、次の場合は納入通知書

または口座振替により納めていただく「普通徴収」となります。

　　　　　★年度の途中で65歳になった場合

　　　　　★他の市区町村から転入してきた場合

　　　　　★老齢、遺族、障がい年金が年額18万円未満の場合

　　　　　★年金差し止めなどで年金が停止した場合

　　　　　★年金担保となった場合

　上記の理由以外でも普通徴収となる場合があります。詳しくは役場民生課までお問い合

わせ下さい。
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Ａ　
特
養
に
入
所
申
込
み
さ
れ
な
が
ら

入
所
で
き
な
い
「
待
機
者
」
が
四
十
五
名

（
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
現
在
）い
ま

す
。
全
国
に
は
入
所
者
と
ほ
ぼ
同
数
の
四

十
二
万
人
余
り
が
待
機
し
て
い
ま
す
。
入

所
申
込
者
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
施
設
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

Ａ　
四
十
五
名
は
郡
下
で
最
多
で
す
。

こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
特
養
等
介
護
施
設
を

多
く
抱
え
る
阿
南
町
の
三
十
八
名
で
す
。

本
村
と
同
規
模
か
そ
れ
以
上
の
人
口
を
持

つ
近
隣
町
村
と
比
較
し
て
、
六
十
五
歳
以

上
の
独
居（
十
五
％
）及
び
六
十
五
歳
以
上

だ
け
の
世
帯
割
合（
二
十
六
％
）が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。家
族
介
護
の
基
盤
が
脆
弱
で
す
。

待
機
者
の
う
ち
、同
居
し
て
介
護
し
て
い

る
方
の
四
割
が
就
労
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

配
偶
者
の
い
な
い
介
護
者
が
六
名
い
る
の

も
特
徴
で
す
。
介
護
度
が
低
く
て
も
入
所

を
希
望
さ
れ
る
の
は
、
独
居（
七
人
）や
認

知
症（
八
人
）の
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
認
知
症
の
方
は
身
体
的
な
不
自
由
さ
が

少
な
い
た
め
、
低
く
認
定
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ　
既
存
の
五
十
に
三
十
を
加
え
た
八

十
床
は
、
経
営
安
定
化
の
目
安
と
さ
れ
る

数
字
で
す
。
増
床
分
三
十
床
の
う
ち
、
十

五
床
は
本
村
の
方
が
優
先
的
に
入
所
で
き

ま
す
。ま
た
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
数
床
増

床
し
ま
す
。し
か
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
す
べ

て
の
待
機
者
が
解
消
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
養
増

床
に
は
多
額
の
建
設
費
用
が
必

要
で
す
。
今
回
増
床
分
と
し
て

見
込
ん
で
い
る
五
億
円
の
建
設

費
用
に
は
県
の
補
助
金
と
基
金

を
充
て
ま
す
。
資
金
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
、
通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
等
の
拡
充
に
よ
り
、
高
齢

化
す
る
在
宅
介
護
者
等
の
支
援

を
進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ａ　
幸
寿
苑
は
解
体
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
浪
合
地
区
の
「
え
ん
ば
な
」
を
改

修
し
て
利
用
定
員
を
十
五
名
増
や
し
三
十

名
に
し
ま
す
。
山
際
に
あ
る
た
め
、
幸
寿

苑
を
残
し
て
阿
智
荘
を
増
床
す
る
の
に
は
、

多
額
の
造
成
費
用
を
要
す
る
こ
と
な
ど
が

一
因
で
す
。「
え
ん
ば
な
」
の
隣
り
に
は
、

常
駐
医
師
の
い
る
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
在
宅
介
護
を

支
え
る
大
き
な
柱
で
す
。
そ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
介
護
度
や
認
知
症

へ
の
対
応
、
地
域
性
等
を
考
慮
し
、
住
民

の
間
で
の
十
分
な
議
論
が
必
要
で
す
。

Ｑ　
阿
智
村
で
特
養
待
機
者
が
多
い
の

は
な
ぜ
で
す
か

Ｑ

Ｑ　
増
床
が
三
十
床
な
の
は
な
ぜ
で
す
か

阿
智
荘
に
隣
接
す
る
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
幸
寿
苑
」
は
ど
う

な
り
ま
す
か

Ｑ

な
ぜ
「
阿
智
荘
」
を
増
床
す
る
の

で
す
か
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Ａ　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
生
活
の

選
択
の
自
由
性
等
に
よ
り
、
認
知
症
ケ
ア

に
も
有
効
と
い
わ
れ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
す

が
、
従
来
型
よ
り
建
設
費
用
が
割
高
で
、

専
門
の
研
修
を
受
け
た
職
員
が
ユ
ニ
ッ
ト

ご
と
に
必
要
な
点
、
さ
ら
に
利
用
者
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
従
来
型
を

見
直
す
動
き
が
あ
り
ま
す
。
阿
智
村
保
健

福
祉
審
議
会
（
高
齢
者
福
祉
分
科
会
）、

か
ら
は
「
多
く
の
方
が
利
用
可
能
と
す
る

た
め
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
型（
全
室
個
室
）で
は

な
く
、
従
来
型
を
基
本
と
し
た
施
設
が
望

ま
し
い
」
と
の
答

申
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
従
来
型
を

基
本
に
ユ
ニ
ッ
ト

型
的
公
共
空
間
も

取
り
入
れ
、
二
人

部
屋
を
ベ
ー
ス
に

個
室
も
併
設
す
る

案
が
浮
上
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
保

健
福
祉
審
議
会
を

中
心
に
住
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
細
部

を
詰
め
て
ま
い
り

ま
す
。

Ａ　
保
険
で
全
体
に
必
要
な
介
護
費
用

の
九
割
を
ま
か
な
い
、
一
割
は
利
用
者
が

自
己
負
担
し
ま
す
。
こ
の
保
険
で
給
付
す

る
九
割
の
半
分
を
税
金
、
残
り
半
分
を
保

険
料
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
市
町

村
に
は
三
年
ご
と
に
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ

に
よ
り
保
険
料
の
見
直
し
も
図
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以

上
）
月
額
基
準
額
四
千
二
百
五
十
八
円
は

平
成
二
十
三
年
度
ま
で
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

二
十
四
年
度
か
ら
は
新
し
い
保
険
料
体
系

に
な
り
ま
す
。
給
付
費
の
総
額
は
介
護
保

険
が
始
ま
っ
た
平
成
十
二
年
度
比
で
、
昨

年
度
は
二
・
六
倍
の
六
億
五
千
万
円
に
ま

で
膨
れ
あ
が
り
ま
し
た
。
第
一
号
被
保
険

者
の
保
険
料
基
準
額
も
倍
額
に
迫
る
勢
い

で
す
。
新
た
に
十
五
人（
要
介
護
三
程
度
）

の
方
が
阿
智
荘
に
入
所
さ
れ
る
と
第
一
号

被
保
険
者
の
月
額
保
険
料
が
三
百
円
余
り

上
が
る
と
の
試
算
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ

Ｑ　
介
護
保
険
料
へ
の
影
響
は

阿智荘増床関係予算の内訳
備　　　　考　金額（千円）項　　目区　分

5,694千円×30床170,820県補助金

歳　入
阿智荘財政調整基金より51,750

基金繰入金
公共施設整備基金より367,657

590,227計

備　　　　考金額（千円）項　　目区　分

土地借地料177賃借料

歳　出

阿智荘増床工事設計監理17,500

委託料 阿智荘改修工事設計監理1,750

えんばな改修工事設計監理800

阿智荘増床工事500,000

工事請負費 阿智荘改修工事50,000

えんばな改修工事20,000

590,227計 施
設
の
形
態
は
従
来
型
、
そ
れ
と

も
個
室
・
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
す
か

�������	
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※ 
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
は
、
お
お
む
ね
十
人
以

下
で
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を

ひ
と
つ
の
生
活
単
位
と
し
て
、
少
人
数

の
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
ケ
ア
を
行

い
ま
す
。
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阿
智
村
の
農
業
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら

進
め
ら
れ
た
各
種
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ

て
区
画
整
理
及
び
排
水
対
策
（
乾
田
化
）

が
さ
れ
た
優
良
農
地
に
お
い
て
、
水
稲
・

畑
作
・
野
菜
・
果
樹
・
畜
産
等
土
地
利
用

型
農
業
が
は
じ
ま
り
施
設
園
芸
作
物
な
ど

多
様
な
農
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
農
作
物
の
輸
入
自
由
化

に
よ
る
農
産
物
価
格
の
低
迷
、
世
界
的
経

済
不
況
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
少
子

化
に
よ
る
後
継
者
（
担
い
手
）
不
足
な
ど

に
よ
る
農
家
戸
数
の
減
少
が
加
速
的
に
進

み
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
増
大
な
ど
、
阿
智

村
農
業
の
将
来
は
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
平
成
十
五
年
に
村

内
の
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
が
連
携
し
た

資
源
循
環
型
農
業
を
確
立
す
る
た
め
、
堆

肥
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
優
良
有
機

（
完
熟
堆
肥
）
を
活
用
し
た
「
有
機
活
用

農
業
振
興
会
」「
有
機
生
産
組
合
」
を
設

立
し
、
安
全
で
安
心
農
産
物
栽
培
農
業
を

合
い
言
葉
に
「
有
機
の
里
づ
く
り
」
の
実

践
活
動
を
農
家
の
皆
さ
ん
の
代
表
が
組
織

す
る
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
進
め
ら
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
農
業
振
興
事
業
を
さ

ら
に
拡
大
・
発
展
的
に
進
め
る
た
め
に
、

関
係
者
並
び
に
消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
得

る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
と
も
に
、「
年

金
プ
ラ
ス
五
十
万
円
〜
百
万
円
」
の
実
現

に
向
け

①
専
業
農
家
と
担
い
手
の
育
成

②
農
業
に
向
け
生
き
が
い
を
求
め
る
新
規

就
農
者
及
び
帰
農
者
の
支
援

③
阿
智
村
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た

め
農
業
者
が
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り

④「
有
機
の
里
づ
く
り
」
の
実
践
活
動
に

よ
る
、
阿
智
村
独
自
認
証
農
産
物
の
生

産
と
販
売

⑤
遊
休
荒
廃
農
地
の
防
止
と
農
用
地
を
有

効
活
用
し
た
付
加
価
値
型
農
業
の
推
進

⑥
農
産
物
の
有
利
販
売
の
拡
大

　

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

阿
智
村
が
掲
げ
る
基
盤
産
業
「
農
業
」
の

発
展
と
地
域
社
会
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
進
め
る
組
織
と

し
て
「
一
般
社
団
法
人
阿
智
村
産
業
振
興

公
社
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

◇公社の役員、運営体制

①役員（敬称略）、事務局

理事長　村澤　　勲　　副 理 事 長　　園原　一典

理　事　原　　哲夫　　熊谷　智徳　　河合　正寿　　井原　敏文　　原　　紘一　　渋谷　章行　　後藤　　等

　　　　桜井喜美夫　　佐藤　正子　　井原未喜子

監　事　小笠原啓次　　木下　秀直

事務局　河合　隆文　　長谷川恵一　　原　　秋喜　　伊東　敏明　　桜井　朋和　　桜井　弘志　　塩沢　京子

②機関・組織

　　社 員 総 会  －  社　員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ － 総　務　係：社員総会、理事会、経理事務他

　　理　事　会  －  理事長  －  副理事長  － － － －   生産企画係：農業振興企画立案、栽培指導

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ － 販売促進係：農産物販売促進、堆肥センター支援

　　監　　　事　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ － 農地管理係：遊休荒廃農地解消、農地相談

③事務所

　　住　所　　〒395－0301　長野県下伊那郡阿智村春日3220（ＪＡみなみ信州阿智支所内）

　　電　話　　 45－2130（FAX兼用） e-mail：achieino@dia.janis.or.jp
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補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

①
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
智
荘
」
の

三
十
床
増
床
に
五
億
千
七
百
五
十
万
円
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
「
阿
智
荘
」
に
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
設
置
等
の
改
修
工
事
五
千
百
七

十
五
万
円
を
計
画
し
ま
し
た
。ま
た
、「
阿

智
荘
」の
増
床
に
は
、既
存
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー「
幸
寿
苑
」を
解
体
し
な
け
れ

ば
増
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、「
幸

寿
苑
」の
機
能
を
浪
合
の「
え
ん
ば
な
」で

対
応
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
改
修

費
が
二
千
八
十
万
円
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
大
き
な
事
業
は
、
県
か
ら
の
補
助
金

一
億
七
千
八
十
二
万
円
と
、
残
り
四
億
千

九
百
二
十
三
万
円
を
貯
金
の
取
り
崩
し
で

行
わ
れ
ま
す
。

②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
「
ピ
ア
」内
に

阿
智
村
、平
谷
村
、根
羽
村
三
か
村
の「
戦
略

会
議
」が
中
心
と
な
っ
て
店
舗
を
開
設
し

ま
す
。
こ
の
店
舗
は
、
巡
回
バ
ス
・
西
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
待
合
所
、
西
部

三
か
村
の
特
産
品
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、

障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
の
就
労
支
援
を
目

的
と
し
、「
夢
の
つ
ば
さ
」の
皆
さ
ん
が
運

営
し
て
い
く
こ
と
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
部
三
か
村
で
改
修
費
用
の
一
部
と
家
賃

分
を
負
担
す
る
も
の
で
、
阿
智
村
分
と
し

て
百
二
十
四
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

③
当
初
予
算
で
コ
ン
バ
イ
ン
・
乾
燥
機
の

購
入
と
し
て
八
百
万
円
を
予
算
化
し
ま
し

た
が
、
作
付
計
画
を
み
る
中
で
今
年
の
と

こ
ろ
は
購
入
を
見
送
り
、
大
豆
・
ソ
バ
収

穫
用
コ
ン
バ
イ
ン
の
借
上
料
補
助
十
五
万

円
に
変
更
と
し
ま
し
た
。

④
浪
合
に
あ
る「
宿
り
木
の
湯
」を
地
元
の

皆
さ
ん
が
一
ヶ
月
間
試
験
的
に
運
営
を
し

ま
し
た
が
、
安
心
し
て
お
客
様
を
お
迎
え

す
る
に
は
施
設
の
改
修
が
必
要
と
な
り
、

緊
急
性
等
を
考
え
二
百
十
六
万
の
改
修
工

事
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
今
回
の
追
加
補
正
に
よ

り
、
補
正
後
の
予
算
額
は
五
十
九
億
七
千

七
十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
五
月
末
で
出
納
閉
鎖
が
行
わ
れ
、

二
十
一
年
度
の
決
算
が
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
九
月
決
算
議
会
後
の
広
報

十
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
一
般
会

計
で
は
、
二
十
二
年
度
へ
の
繰
越
財
源
を

差
し
引
い
た
後
に
約
四
億
六
千
万
円
の
繰

越
金
を
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
別

会
計
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
黒
字
の
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

　平成20年6月スタートしました「ふるさとづくり寄附金」ですが、21年度中に96件
722万4千円のご寄付を頂きました。詳細については別表のとおりで、全額を基金とし
て積立いたしました。なお、21年度に子育て支援のため基金60万円を取り崩し図書の
購入に充てました。 
　又、法人の皆さんによる「満蒙開拓平和記念館」へのご寄附は、12件265万8千円と
なりました。多くの皆さんのご寄附誠にありがとうございました。

計21年度20年度
事業の種類

金額件数取り崩し金額件数金額件数

402201201農村記録写真に関する事業

89167714122山本慈昭平和記念館に関する事業

2012010歴史・文化・景観保全に関する事業

6,251716,24170101満蒙開拓平和記念館に関する事業

865860071047554福祉、子育て支援、人材育成に関する事業

1010101昼神・治部坂ほか産業振興に関する事業

3671315662117事業指定無し

11基金利子

7,6431126007,225961,01816計

満蒙開拓平和記念館基金　12件　2,657,657円
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平
成
二
十
一
年
度
末
の
未
収
金（
滞
納
）総
額

は
八
二
、
四
五
二
千
円（
現
年
度
分
三
二
、
八
一

五
千
円
、滞
納
繰
越
分
四
九
、六
三
七
千
円
）で
、

収
納
率
九
十
四
・

(

九
％ 

現
年
度
分
九
十
七
・
七

)

％
、
滞
納
繰
越
分
三
十
九
・
二
％ 
、
前
年
比
四

四
六
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
で
は
固
定
資
産
税
を
中
心
に
、
未
収
額

三
一
、八
七
一
千
円
、
収
納
率
九
十
五
・
六
％

（
現
年
度
分
九
十
八
・
三
％
、
滞
納
繰
越
分
四
十

四
・
四
％
）
前
年
比
四
、二
六
五
千
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
保
育
料
、
住
宅
使

用
料
に
も
多
額
の
未
収
金
が
あ
り
、
一
般
会
計

全
体
で
四
三
、六
一
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
未
収
額
は
、
現

年
度
分
七
、九
五
〇
千
円
、
滞
納
繰
越
分
七
、九

九
二
千
円
、
前
年
比
一
、八
七
七
千
円
の
増
で
一

五
、九
四
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
は
、五
、二
七
〇
千
円（
現
年
度
分
一
、

一
一
五
千
円
、
滞
納
繰
越
分
四
、一
五
五
千
円
）、

下
水
道
使
用
料
で
は
、
四
、七
二
一
千
円
（
現
年

度
分
三
、九
四
八
千
円
、
滞
納
繰
越
分
七
七
三
千

円
）、前
年
比
一
、四
六
六
千
円
の
増
と
な
っ
て
お

り
、加
入
者
負
担
金
に
も
多
く
の
未
収
金
が
あ
り

村税及び税外収入金の未収金額と収納率

 対前年比（％）収納率（％）未収額収入済額   調 定 額 区      分会　計

0.695.631,871686,861718,732村税

一般会計

1.788.64,63035,91640,546住宅使用料

△0.697.872431,94832,672保育料

0.881.43,01713,20816,225別荘土地使用料等

△0.298.01,11554,63955,754ケーブルテレビ使用料・手数料

0.296.51,26635,36036,626温泉使用料

△0.195.099018,64719,637他

0.695.343,613876,579920,192　　　　　小　　計

△0.588.215,942118,954134,896国民健康保険税

特別会計

0.196.55,270146,119151,389水道使用料

△0.786.916,852112,188129,040下水道使用料等・加入者分担金

099.5775148,396149,171他

△0.493.138,839525,657564,496小　　計

0.194.482,4521,402,2361,484,688合　　　　　計

�������

ま
す
。
特
別
会
計
全
体
で
、
前
年
比
四
、五
三
五

千
円
増
の
三
八
、八
三
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

納
税
（
料
）
は
、
村
民
と
し
て
果
た
す
べ
き

最
大
の
義
務
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
す
が
、
当
村
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
に

な
い
多
額
な
未
収
金
（
滞
納
）
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
村
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
徴
収
対
策

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
景
気

低
迷
も
あ
り
、
滞
納
状
況
が
改
善
さ
れ
る
ど
こ

ろ
か
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

(
)

　

税 
料 
は
、村
が
行
う
各
種
基
礎
的
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
原
資
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、
村
民
の
皆

様
に
公
平
、
平
等
に
ご
負
担
を
お
願
い
し
て
い

(
)

る
わ
け
で
す
。
善
良
な
納
税 
料 
者
の
皆
様
が
、

不
公
平
感
を
持
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
制
的

(

徴
収 
滞
納
処
分
「
財
産
調
査
、
財
産
差
押
」

)等 
を
強
化
、
推
進
し
、
徹
底
し
た
滞
納
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
も
公
平
・
公
正

な
賦
課
徴
収
業
務
に
取
り
組
み
、
収
納
率
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



��������������

おしらせ 

　

六
月
に
村
内
五
ヶ
所
で
介
護
教
室
を
行

い
、
三
十
九
名
が
参
加
さ
れ
、
介
護
ホ
ー

ム
「
そ
ら
」
の
橋
本
理
学
療
法
士
さ
ん
か

ら
、
介
護
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
少
し
で

も
楽
に
体
を
動
か
せ
る
コ
ツ
を
学
び
ま
し

た
。

　

体
を
動
か
す
に
は
ま
ず
「
心
」
を
動
か

す
こ
と
。
相
手
に
「
こ
う
し
た
い
な
ぁ
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
時
や

床
か
ら
起
き
上
が
る
と
き
、
自
分
は
ど
う

し
て
い
る
か
を
実
際
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。

　

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
に
は
、
浅
く
腰

を
か
け
て
、
お
じ
ぎ
を
す
る
よ
う
に
体
を

前
に
倒
し
て
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
動
き
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
介
助
す
る
と
、

介
護
教
室
を
行
い
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
の
皆
様
へ

八
月
は
被
保
険
者
証（
保
険

証
）定
期
更
新
の
月
で
す

　

現
在
お
使
い
の
保
険
証
（
黄
色
）
は
、

「
有
効
期
限　

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十

一
日
」
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

八
月
一
日
ま
で
に
「
有
効
期
限　

平
成

二
十
三
年
七
月
三
十
一
日
」
と
記
載
さ
れ

た
、
新
し
い
保
険
証
（
桃
色
）
を
郵
送
し

ま
す
。

●
保
険
証
が
届
い
た
ら
…

　

記
載
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

　

住
所
、
氏
名
、
一
部
負
担
金
の
割
合
な

ど
、
保
険
証
の
記
載
内
容
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
一

部
負
担
金
の
割
合
（
一
割
ま
た
は
三
割
）

を
、平
成
二
十
一
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、

改
め
て
判
定
し
て
い
る
た
め
、
負
担
割
合

が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

保
険
証
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局　

資
格
管
理
課　

資
格
管
理
係

〒
三
八
〇－

〇
九
三
五 

長
野
県
長
野
市
大
字
中
御
所
七
九－

五 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
会
館
二
階　

�
〇
二
六－

二
二
九－

五
二
三
〇（
代
表
）

ま
た
は
、

阿
智
村
役
場

民
生
課　

健
康
・
保
健
係 

� 
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
四
一
）

相
手
も
自
分
も
無
理
な
く
介
護
が
で
き
る

こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

介
護
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
��

�
��

�
�
�
�

　

毎
週
木
曜
日
と
毎
月
第
三
土
曜
日
に
保

健
セ
ン
タ
ー
二
階
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん

の
遊
び
場
と
し
て
、ま
た
、お
母
さ
ん
、お

父
さ
ん
、
お
家
の
方
達
の
交
流
や
情
報
交

換
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
週
火
曜
日
は
、
浪
合
支
所
で
つ
ど
い
の

「
こ
ど
も
広
場
」へ

お
い
な
ん
よ
！

広
場
「
わ
く
わ
く
」
も
同
様
に
行
っ
て
い

ま
す
。「
わ
く
わ
く
」
は
、
近
所
に
畑
を

借
り
て
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

「
熊
谷
佳
世
さ
ん
」が
加
わ
り
ま
し
た
。
子

育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
お
子

さ
ん
を
連

れ
て
お
出

か
け
く
だ

さ
い
。

������

○
名
称　

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

長
野
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

○
電
話
番
号

　

〇
二
六－

二
二
六－

三
五
八
二

○
受
付
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
九
時
〜
十
二
時
お
よ
び
十
三

時
〜
十
七
時
（
来
訪
相
談
を
希
望
の
場

合
は
、
要
事
前
連
絡
）

○
概
要

・
専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
弁
護
士
に
よ
る
相
談
も
設
け
て
い
ま
す

（
無
料
・
要
予
約
）

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方

の
保
険
金
請
求
に
関
す
る

無
料
相
談
所

�����
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村
職
員
等

　

こ
れ
ま
で
、
保
健
師
等
を
「
保
健
セ
ン

タ
ー
係
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
建
物
の

名
前
と
混
同
し
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
し
た
。
今
回
、「
健
康
増
進
係
」
と

改
め
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
整
備
課
】

▽
課
長
兼
阿
智
村
機
能
性
食
品
推
進
協
議

会
事
務
局
長　

園
原
一
吉
（
ふ
る
さ
と

整
備
課
長
）

【
地
域
経
営
課
】

▽
地
域
経
営
課
付　

阿
智
村
産
業
振
興
公
社

派
遣　

河
合
隆
文（
公
社
設
立
準
備
室
長
）

▽
地
域
経
営
課
付　

阿
智
開
発
公
社
派
遣

　

岡
庭
敬
芳（
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
準
備

室
長
）

▽
地
域
経
営
課
付　

阿
智
村
産
業
振
興
公
社

派
遣　

長
谷
川
恵
一（
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長
）

【
民
生
課
】

▽
健
康
増
進
係
長　

岡
田
里
子
（
保
健
セ

ン
タ
ー
係
長
）

�����
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人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動

人
事
異
動

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈
平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十
二二二二二二二二二二二二二二二二
年年年年年年年年年年年年年年年年
七七七七七七七七七七七七七七七七
月月月月月月月月月月月月月月月月
一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日
〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

〈
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
〉

（　

）
内
は
旧
任

貸
金
業
法
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

　

借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、

六
月
十
八
日
よ
り
貸
金
業
法
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
①

【
過
剰
貸
付
の
規
制
（
総
量
規
制
）】

貸
金
業
者
か
ら
の
借
入
残
高
が
年
収
の

三
分
の
一
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
新

規
の
借
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

  
（
注
）

・
貸
金
業
者
と
は
、例
え
ば
、消
費
者
金

融
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
で
す
。

・
銀
行
の
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
な
ど
貸
金
業

者
以
外
か
ら
の
借
入
は
対
象
外
。

・
住
宅
ロ
ー
ン
、
自
動
車
ロ
ー
ン
に
つ

い
て
は
総
量
規
制
の
対
象
外
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
②

【
金
利
体
系
の
適
正
化
】

今
ま
で
の
出
資
法
の
上
限
金
利
（
二

九
・
二
％
）
を
引
き
下
げ
、
利
息
制
限

法
の
水
準
（
借
入
金
額
に
応
じ
十
五
％

〜
二
十
％
）
が
上
限
と
な
り
ま
し
た
。

【
協
働
活
動
推
進
課
】

▽
大
下
修
身
（
出
納
室
）

【
出
納
室
】

▽
熊
谷　

宏
（
協
働
活
動
推
進
課
）

　

借
金
の
返
済
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
早

め
に
相
談
を
！

�
�
�
�
�
�
�
	


�

関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務
所
理
財
課

�
〇
二
六－

二
三
四－

五
一
二
三
ま
で

（
法
律
の
詳
し
い
内
容
は
金
融
庁
Ｈ
Ｐ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）
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平成22年度　自衛官等募集案内

自衛官候補生一般曹候補生

１８歳以上２７歳未満
１８歳以上２７歳未満資　　　格

【女子】【男子】

平成２２年８月１日～９月１０日年間を通じて行っています平成２２年８月１日～９月１０日受付期間

平成２２年９月２６日平成２２年９月１９日又は２５日平成２２年９月１８日試験日・第1次試験

防衛医科大学校学生看護学生航空学生

高卒（見込み含む）２１歳未満高卒（見込み含む）２４歳未満高卒（見込み含む）２１歳未満資　　　格

平成２２年９月６日～１０月１日平成２２年９月６日～１０月1日平成２２年８月１日～９月１０日受付期間

平成２２１０月３０日、３１日平成２２年１０月２３日平成２２年９月２３日第1次試験（学科）

防衛大学校学生

高卒（見込み含む）21歳未満
資　　　格

【一般試験】【推薦試験】

平成２２年９月６日～１０月1日平成２２年９月６日～９日受付期間

平成２２年１１月６日、７日平成２２年９月２５日、２６日試験日・第1次試験

�������	
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おしらせ 

大
規
模
災
害
医
療
救
護

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

　

八
月
二
十
九
日（
日
）午
前
八
時
〜
十
一

時
三
十
分
、阿
智
第
一
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

（
雨
天
時
、第
一
小
学
校
体
育
館
）に
お
い
て

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会
主
催
の
大
規

模
災
害
医
療
救
護
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
（
東
海
沖
地
震
な
ど
）

に
お
け
る
災
害
に
備
え
る
た
め
、
医
療
救

護
体
制
の
整
備
や
自
治
体
・
自
主
防
・
医

療
機
関
・
消
防
署
等
の
関
係
機
関
に
よ
る

地
域
ぐ
る
み
の
災
害
訓
練
を
目
的
と
し
て
、

応
急
救
護
所
訓
練
・
避
難
所
訓
練
・
心
肺

蘇
生
訓
練
な
ど
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
広
報
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ
ん

今
か
ら
ご
都
合
を
つ
け
て
参
加
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

　

阿
智
村
役
場
総
務
課

�
四
三
ー
二
二
二
〇
（
内
線
二
七
二
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断

申
込
み
受
付

　

専
門
家
に
よ
る
無
料
の
耐
震
診
断
の
申

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

本
人
の
費
用
負
担
な
し
（
無
料
）
で
、

村
が
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。

�
�
�
�
�

村
内
に
あ
る
、昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十

一
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅
。

�
�
�
��

対
象
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

�
�
�

申
請
者
の
方
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
（
無
料
）

�
�
�
�
�
�

診
断
を
ご
希
望
の
方
は
、
平
成
二
十
二

年
八
月
十
三
日
ま
で
に
役
場
総
務
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害

者
給
付
金
の
ご
案
内

　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
、
松
本
・
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
等
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
身

体
的
被
害
を
受
け
た
方
や
ご
遺
族
に
給
付

金
支
給
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
��

既
に
簡
易
耐
震
診
断
を
受
け
た
方
で
、

詳
し
い
診
断
に
よ
り
、
耐
震
改
修
を
検

討
さ
れ
る
場
合
は
、
精
密
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
せ

　

役
場
総
務
課　

�
四
三－

二
二
二
〇

（
内
線
二
七
二
）

　

申
請
期
間
は
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十

七
日
ま
で
で
す
。

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
は
、
申
請
手
続
き

な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

犯
罪
被
害
者
支
援
室

　
　

�
〇
二
六－

二
三
三－

〇
一
一
〇

（
代
表
）

あ
な
た
に
し
か
出
来
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

何
の
心
構
え
も
な
く
、
突
然
目
の
前
で

人
が
倒
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
あ

な
た
の
手
で
応
急
手
当
を
お
こ
な
い
救
命

の
リ
レ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

消
防
署
で
は
、
下
記
の
日
程
で
普
通
救
命

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
中
学
生
以
上
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
九

月
九
日
「
救
急
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
大

切
な
人
を
守
る
知
識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
さ
え
あ
れ
ば
、

人
の
命
を
救
う
た
め
の
手
助
け
は
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
で
す
。

日
時　

　

九
月
十
二
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
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)

か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で（
三
時
間  

場
所

　

飯
田
広
域
消
防
本
部　

三
階
大
会
議
室

内
容　

普
通
救
命
講
習
（
一
）（
応
急
手
当

の
重
要
性
・
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
）

募
集
人
員　

受
付
先
着
順
三
十
名

申
込
期
間　

八
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
九

月
三
日
（
金
）
ま
で

申
込
方
法

�
最
寄
り
の
消
防
署
に
て
、
受
講
申
込
書

に
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

�
申
込
み
に
は
、氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・

連
絡
先
電
話
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

�
講
習
会
の
費
用
は
い
り
ま
せ
ん
。

�
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
実
技
可
能
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
駐
車
場
が
手
狭
で
す
の
で
乗
合
せ
等
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

飯
田
消
防
署
救
急
係

�
〇
二
六
五－

二
二－

〇
一
一
九 

「
鶴
巻
荘
」の
運
営
を

（
株
）鶴
巻
に

　

こ
れ
ま
で
阿
智
開
発
公
社
が
運
営
し
て

い
ま
し
た
昼
神
温
泉「
鶴
巻
荘
」は
、
四
月

か
ら（
株
）鶴
巻
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
「
指
定
管
理
者
制
度
」
に

よ
り
管
理
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
三
社
か

ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
に
よ
り（
株
）鶴
巻

を
候
補
者
と
し
て
選
定
、
三
月
定
例
会
に

お
い
て
議
会
の
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
民
間
に
で
き
る

こ
と
は
民
間
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向

上
、住
民
福
祉
の
増
進
を
目
指
す
も
の
で
、

現
在
二
十
三
の
村
の
施
設
が
こ
の
制
度
に

よ
り
民
間
の
皆
さ
ん
で
管
理
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
鶴
巻
荘
の
場
合
に
は
、
次
の
七

つ
の
条
件
を
付
し
募
集
が
さ
れ
ま
し
た
。

①
指
定
管
理
者
は
、本
村
に
本
社
を
置
く
、

本
村
在
住
者
を
含
む
者
に
よ
り
構
成
さ

れ
た
法
人
で
あ
る
こ
と
。

②
原
則
と
し
て
、
現
在
の
阿
智
開
発
公
社

の
運
営
（
施
設
、
利
用
料
金
、
従
業
員

等
）
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

③
②
の
条
件
の
う
ち
、
施
設
、
利
用
料
金

を
変
更
す
る
場
合
に
は
事
前
に
村
の
同

意
を
必
要
と
す
る
。

④
指
定
管
理
者
は
、
運
営
上
必
要
と
な
る

改
修
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
指
定
管
理
者
が
投
下
し
た
、
建
物

と
一
体
と
な
っ
た
物
件
に
つ
い
て
の
所

有
権
は
請
求
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

⑤
村
は
運
営
経
費
の
負
担
は
行
わ
な
い
。
指

定
管
理
者
は
毎
年
村
に
土
地
代
と
し
て

二
、
二
一
二
、
六
七
八
円
を
、
建
物
分

と
し
て
六
百
万
円
を
支
払
う
も
の
と
す

る
。

⑥
建
物
は
現
状
で
引
き
渡
す
も
の
と
し
、

修
繕
等
の
必
要
が
生
じ
た
際
は
、
指
定

管
理
者
の
負
担
で
行
う
こ
と
。

⑦
建
物
火
災
保
険
料
は
指
定
管
理
者
の
負

担
と
す
る
。

以
上
の
経
過
に
よ
り
鶴
巻
荘
の
管
理
運
営

は
、（
株
）
鶴
巻
が
平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
よ
り
十
年
間
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
阿
智
開
発
公
社
は
「
ゆ
っ
た
り

〜
な
昼
神
」
の
運
営
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、
公
益
法
人
と
し
て
地
域
開
発
に

関
す
る
調
査
研
究
等
、
本
来
の
業
務
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

阿
智
村
交
通
安
全
指
導
員

を
紹
介
し
ま
す

　

七
月
十
三
日
に
村
長
か
ら
六
名
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
二
十

二
年
七
月
十
三
日
〜
平
成
二
十
四
年
七
月

十
二
日
の
二
年
間
と
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
交
通
指
導
員
の
主
な
活
動
】

・
街
頭
指
導
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
調
査

・
各
小
学
校
の
交
通
安
全
教
室

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
交
通
整
理

・
交
通
安
全
協
会
が
開
催
す
る
事
業
へ
の
協
力

・
火
災
、
交
通
事
故
時
の
交
通
整
理

・
交
通
死
亡
事
故
の
現
地
診
断　

な
ど
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おしらせ 

　村内で不法投棄・野焼きが増えています。不法投棄・野焼きは法律で禁止されています。絶対しないよ

うにし、阿智村の綺麗な景観をみんなで守りましょう。

　

☆廃棄物及び清掃に関する法律第十六条で不法投棄禁止、同法第十六条の二で野焼きが禁止さ

れています。

☆同法第二十五条で不法投棄若しくは、野焼きを行ったものは、「五年以下の懲役若しくは千

万円以下の罰金に処し、又はこれを併科（懲役と罰金の両方が科せられる意味）する。」と

なっています。

◎不法投棄
　　不法投棄は、自然環境や生活環境に悪影響を及ぼすおそれがあります。

　　原因者は、撤去を求められるとともに、重い刑罰が科せられます。

罰金刑事 例 の 概 要

罰金

20万円

ごみ収集日に出すのが面倒であるとの理由から、残飯などの家庭ごみの投棄を繰り返し、

出勤途中の車の窓から道路付近に家庭ごみ 約0.6kgを投棄した。

罰金

50万円

年末の大掃除で出たごみを処分するに際し、分別するのが面倒であるとの理由から、山林

内の2箇所に鞄や教材など約107kgを投棄した。

罰金

50万円

アパートから退去を求められた際に出た家電製品や衣類などの不用品の処分に困り、約

260kgを山林内に投棄した。

罰金

50万円

住宅の新築や転居に伴って不要となった木くず、ビニール、石こう板などの一般廃棄物を

2回に渡り約150kgを公園内の山林に投棄した。

罰金

50万円

借家を引き払うに際し、不用品の処分料に困り数回にわたり山林内に、冷蔵庫、洗濯機、

家具類等約５５０kg を投棄した。

罰金

50万円

持ち家の売却に際し、不用品の処分料に困り、山林に、水中ポンプ、バキュームクリー

ナー、段ボール等約160kgを投棄した。

罰金

50万円

溜まったごみの処分に困り、河川敷において、座布団、空き缶、段ボール箱などの家庭ご

み約165kgを投棄した。

罰金１人

50万円

引っ越しの際、ごみの処分が面倒になり、カーペット、衣類、雑誌類などの家庭ごみ約

270kg を投棄した。（男性１人、女性１人共犯）

罰金１人

50万円

溜め込んだ家庭ごみの処分に困り、河川敷に、紙くず、ペットボトル、空き缶等約160kg

を投棄した。（男性2人共犯）

�������	
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長野県下の不法投棄の罰金刑の事例
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◎野焼き
　　野焼きは、煙や悪臭により自然環境や生活環境に悪影響を及ぼすおそれがあります。

罰金刑事 例 の 概 要

罰金

50万円

溜まったごみの処分が面倒になり、畑において、衣類、紙くず、段ボール等約0.7立方メー

トルを焼却した。

罰金

50万円
古タイヤの処分に困り、自己所有の畑において、タイヤ15本(約228kg)を焼却した。

罰金

50万円

解体した廃棄物の処分費用に困り、自社の資材置き場で、一般廃棄物の木くず、ベニヤ板

等の建築廃材約2.1立方メートルを焼却した。

�������	
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長野県下の野焼きの罰金刑の事例

焚き火、その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

　　例：落ち葉焚き、焚き火、キャンプファイヤー、庭木の剪定枝の焼却

農業、林業を営むためやむを得ないものとして行われる廃棄物の処理

　　例：稲わら、田や畑の法面等の草の焼却、伐採した枝の焼却など

風習、慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却

　　例：ほんやり等の地域の行事における不用となった門松やしめ縄などの焼却

国、地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却

　　例：河川管理者による河川管理をするために伐採した草木等の焼却

震災、風水害、その他の災害の予防、応急対策及び復旧のために必要な廃棄物の焼却

　　例：災害時における木屑の焼却、道路管理のために剪定した枝葉の焼却

廃棄物及び清掃に関する法律施行令第14条
　野焼きの例外　（特例として野焼きが許されているもの）

◎注意すべき事項
★特に住宅地に近い場所などでは煙や灰による苦情につながります。また、日常的に行っている場合に

は軽微とは言えなくなりますので、付近への充分な配慮をしてください。

★焚き火が特例で許されているからといって、焚き火のついでにビニール等を燃やすことは焚き火では

なく、明らかに野焼きに該当します絶対にしないよういお願いします。

不明な点は　役場ふるさと整備課環境保全係

43－2220 （内線221）までお問い合わせください。
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おしらせ 

（阿智・清内路地区）

徴収金基準額（月額）各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

4歳以上児の
場合（円）

3歳児の
場合（円）

3歳未満児の
場合（円）

定　　　義階層区分

000  
生活保護法による被保護世帯

（単給世帯を含む）
第1階層

5,3005,500
7,300  

（6,300）
市町村民税
非課税世帯

第1階層及び第4～第8
階層を除き、前年度分の
市町村民税額の区分が次
の区分に該当する世帯

第2階層

10,80011,100
14,800  

（13,800）
村民税課税世帯第3階層

14,90015,300
20,200  

（19,200）
20,000円未満

第1階層を除き、前年分
の所得税課税世帯であっ
て、その所得税の額の区
分が次の区分に該当する
世帯

第4－1
階層

17,50017,900
22,500  

（21,500）
20,000円以上
40,000円未満

第4－2
階層

19,20019,700
26,800  

（25,800）
40,000円以上
71,500円未満

第5－1
階層

19,80020,000
31,000  

（30,000）
71,500円以上
103,000円未満

第5－2
階層

20,40020,800
35,600  

（34,600）
103,000円以上
258,000円未満

第6－1
階層

21,00021,200
39,100  

（38,100）
258,000円以上
413,000円未満

第6－2
階層

24,20024,600
42,500  

（41,500）
413,000円以上第7階層

�����

　

村
で
は
、
歩
い
て
通
え
る
範
囲
に
保
育

所
を
と
い
う
願
い
か
ら
各
地
区
に
保
育
所

を
置
き
、
特
に
３
歳
か
ら
は
、
就
学
前
の

幼
児
教
育
の
機
関
と
し
て
ま
た
、
未
満
児

に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い

時
の
家
庭
の
補
完
と
し
て
保
育
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
保
育
所
の
運
営
は
保
護
者
の

負
担
と
一
般
財
源
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す

が
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
基

準
額
を
大
き
く
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

今
年
度
の
改
定
方
針

�
５
・
６
階
層
を
そ
れ
ぞ
れ
分
割
す
る
。

�
徴
収
基
準
額
の
年
齢
区
分
を
未
満
児
・

３
歳
児
・
４
歳
以
上
児
と
す
る
。

�
基
準
額
を
平
成　

年
度
基
準
額
を
基

２１

に
総
体
的
に
減
額
と
す
る
。

�
一
つ
の
世
帯
か
ら
複
数
入
所
の
場
合
、

＊ 3歳到達児童の保育料は、未満児の保育料から1,000円を減額します。

＊ 同一世帯で同時に2人以上の児童が入所している場合、保育料が軽減されます。

・ 同時入所児童のうち1人目は全額徴収、2人目は1/2徴収、3人目は無料。

＊ 3子目以降の3歳以上児は全額免除。3歳未満児は1/2徴収。

＊ 第2・3階層の母子・父子世帯、障害者のいる世帯は減免があります。

・ 第2階層は全額免除。第3階層は1,000円減額。

＊ 阿智村に住所を有する広域入所児童1人あたり、徴収基準額に5,000円を加算。
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＊同一世帯で同時に2人以上の児童が入所する場合、保育料が軽減されます。

　・同時入所児童のうち1人目は全額徴収、2人目は1/2徴収、3人目は無料。

＊第2・3階層の母子・父子世帯、障害者のいる世帯は減免があります。

　・第2階層は免除・第3階層は1,000円減額。

（浪合地区）

徴収金基準額（月額）各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

3歳以上児
の場合（円）

3歳未満児
の場合（円）

定　　　義階層区分

00生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）第1階層

6,0009,000
市町村民税
非課税世帯

第1階層及び第4階層～第7
階層を除き、前年度分の市町
村民税額の区分が次の区分
に該当する世帯

第2階層

8,00012,000村民税課税世帯第3階層

10,00015,00040,000円未満

第1階層を除き、前年度分
の所得税課税世帯であって、
その所得税の額の区分が次
の区分に該当する世帯

第4階層

12,00018,000
40,000円以上
103,000円未満

第5階層

14,00021,000
103,000円以上
413,000円未満

第6階層

16,00024,000413,000円以上第7階層

　電源立地対策交付金は、電源用施設のある地域で行われる公共用施設整備や住民福祉の向上のために行
う事業に対して交付金を交付することにより、発電用施設の設置に係る地元に理解促進等を図ることを目
的として国から交付されます。
　阿智村では、電源立地交付金を認可保育所の保育士給料の一部に活用しています。

　　　　　交付金事業名称　　　　　　　　福祉サービス提供事業（保育所運営費）
　　　　　平成21年度交付金額　　　　　　10,900,000円
　　　　　平成22年度交付金見込額　　　　10,800,000円

２
人
目
半
額
、
３
人
目
は
無
料
と
す

る
。

�
３
子
目
以
降
の
児
童
の
保
育
料
を
、

３
歳
以
上
児
全
額
、
未
満
児
半
額
免

除
は
継
続
す
る
。

　

な
お
、
浪
合
地
区
の
み
な
さ
ん
の
基
準

額
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
が
、
３
人
同

時
入
所
の
場
合
は
、国
の
基
準
に
な
ら
い
、

３
人
目
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

保
育
料
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
保
育

料
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
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おしらせ 

　平成22年度　農作業標準労賃・機械作業料金
１．食事は、労務者持ちとします。
２．１日の労働時間は、実働8時間とします。
３．消費税5％は、内税とします。（機械作業のみ）

（単位：円）

摘 要標準労賃・機械作業料金単 位作業別種類

6,4001日一 般 作 業
稲  
作

6,5001日田 植 作 業

◎散布機持ち込み1,6001時間防 除 作 業

6,4001日畑 作 一 般 作 業

1,6001時間せ ん 定 作 業
果  
樹

8501時間花 付 け 作 業

6,4001日一 般 作 業

◎農作業労賃

摘 要標準労賃・機械作業料金単 位作業別種類

◎労務受託者のみ1,6001時間機械オペレーター

機
械
作
業
（
特
殊
田
は
別
途
考
慮
）

◎15cm耕起を基準とする。
　なお、面積3アール以下のほ場については、20%増とする。
◎代かきはあげ代を条件とする。

8,500１０アール耕 起 の み

12,500１０アール代 か き の み

10,000１０アール田 植 作 業

◎結束ひも付
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。

10,000１０アールバ イ ン ダ ー

◎補助者は委託者が手配する。
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。

23,000１０アールコ ン バ イ ン

◎面積3アール以下のほ場については、20%増しとする。10,500１０アールハ ー ベ ス タ ー

◎玄米　水分18％未満600
1俵乾 燥 の み

◎玄米　水分18％以上900

◎技術者付き。
◎20俵以下は20%増しとする。

9001俵も み す り

◎農薬は委託者持ち3,500１０アールＳ . Ｓ 防 除 作 業

◎機械作業料金

摘 要料 金単 位機 械 名

◎耕起のみ　ロータリー付5,000１０アール乗 用 ト ラ ク タ ー

◎歩行型は半額位5,000１０アール乗用型トラクター

5,000１０アールバ イ ン ダ ー

5,000１０アールハ ー ベ ス タ ー

3,000１０アール乗 用 モ ア

◎機械作業料金

摘 要料 金単 位

6001箱残 苗

◎残苗料金

※燃料は借受者持ちとする。

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

平成22年度の阿智村農作業労賃等については、下記のとおりです。

お問い合わせ　農業委員会事務局　43－2220（内線226）
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伍
和
青
見
平
在
住
で
、
日
本
画
家
吉
川

優
氏
の
個
展
を
開
催
。
十
数
点
の
展
示
作

品
そ
れ
ぞ
れ
が
、
水
墨
の
世
界
に
想
い
を

得
て
次
代
に
つ
な
が
る
挑
戦
が
な
さ
れ
て

お
り
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
御
覧
下
さ
い
。

　

ま
た
、
八
月
十
五
日
（
日
）
午
後
一
時

半
か
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
「
吉

川
優
が
語
る
作
品
た
ち
」（
参
加
自
由
・

観
覧
料
別
途
）
開
催
。

�
�
�
�
�

　

九
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

�
�
�
�

　

火
曜
（
祝
日
の
場
合
、
翌
日
休
館
）　

�
�
�
�
�
�

　

大
人　

二
百
円
（
百
五
十
円
）

　

小
人　
　

百
円

　

※（　

）内
は
十
名
以
上
の
団
体
料
金
。

�
�
�
�
�
�
�

東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

は
ゝ
き
木
館

　

�
四
四－

二
〇
一
一

h
ttp
://w

w
w
.vill.a

c
h
i.n
a
g
a
n
o
.

 
   
    
 
 
       
 
 
   
 
 
 
 
 
 

jp
/vis
ito
r/in
d
e
x.h
tm
l

　
  
    
   
    
 
 
   
  
 

ス
キ
ー
場
で
の
農
産
物

の
直
売
に
つ
い
て

　

阿
智
村
三
ス
キ
ー
場
（
ヘ
ブ
ン
ス
そ
の

は
ら
、
あ
ら
ら
ぎ
高
原
、
治
部
坂
高
原
）

よ
り
、
夏
の
時
期
、
紅
葉
の
時
期
に
地
元

の
農
産
物
（
野
菜
・
果
樹
等
）
を
直
売
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
役
場
地
域
経

営
課　

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
経
営
課

　

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
三
一
）

は
ゝ
き
木
館
夏
季
展
示

吉
川
優
個
展
開
催
中

（
八
月
三
十
日（
月
）ま
で
）

ク
マ
の
出
没
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

七
月
か
ら
九
月
は
、
山
の
え
さ
が
不
足

と
な
る
た
め
、
果
樹
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

民
家
付
近
の
残
飯
な
ど
の
餌
を
求
め
て
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
が
人
家
付
近
ま
で
近
づ
い
て

来
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
早
朝
や
、
夕
暮
れ
時
は
ク
マ
が
活

発
に
行
動
す
る
時
間
帯
で
す
の
で
、
散
歩

や
、
農
作
業
な
ど
の
際
は
ラ
ジ
オ
や
鈴
な

ど
の
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
ク
マ
と

遭
遇
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ク
マ
を
見
か
け
た
り
、
足
跡
な

ど
出
没
の
形
跡
が
あ
っ
た
場
合
は
役
場
ま

で
情
報
提
供
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
、
連
絡
先

　

ふ
る
さ
と
整
備
課　

林
務
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇

　

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２０１０ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

参
加
者
募
集

開
催
日　

　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
五
日
（
土
）

開
会
式
会
場　

　

東
御
中
央
公
園
（
東
御
市
）

競
技
会
場

　

東
御
中
央
公
園

　

海
野
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
（
東
御
市
）

競
技
種
目　

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、
弓
道
（
九
種
目
）

参
加
資
格

　

県
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方（
昭
和
二

十
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

競
技
要
項

　

競
技
要
項
（
競
技
別
）、
参
加
申
込
書

が
下
記
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
（
Ｈ
Ｐ http://w

w
w
.nicesenior.or.jp

        
 
 
                 
）

参
加
費　

五
百
円
（
一
人
）

申
込
締
切 

　

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日
（
土
）

問
合
せ
先　

財
団
法
人
長
野
県
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー

〒
三
八
〇－

〇
九
二
八

長
野
市
若
里
七－

一－

七

電
話　

〇
二
六－

二
二
六－

三
七
四
一

H
P

 
 
   http://w

w
w
.nicesenior.or.j

        
 
 
                p  

in
fo
@
n
ic
e
s
e
n
io
r.o
r.jp

メ
ー
ル      
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村
で
は
名
誉
村
民
で
あ
る
熊
谷
元
一
さ
ん
の
功
績
を
顕
彰
し
現
在
に
活
か
し
て
未

来
へ
発
展
さ
せ
よ
う
と
、『
の
び
の
び
と
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
第
十
三
回
熊
谷
元
一

写
真
賞
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
熊
谷
元
一
さ
ん
の
「
農
村
記
録
写
真
」
精
神
に
ひ
か
れ
た
、
四
十
一
都

道
府
県
の
三
百
十
七
人
の
方
か
ら
九
百
五
十
七
点
の
応
募
が
あ
り
、
七
月
十
七
日

（
土
）、
阿
智
村
観
光
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
元
一
写
真
童
画
館
）
に
お
い
て
、
入
選
作
品

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
智
村
で
は
、
平
成
八
年
六
月
、

農
村
記
録
写
真
を
通
じ
て
心
豊
か
な

生
活
文
化
の
創
造
に
役
立
て
る
た

め
、「
農
村
記
録
写
真
の
村
」
宣
言

を
し
て
い
ま
す
。
芸
術
作
品
で
は

な
い
民
衆
の
生
活
を
撮
り
記
録
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
十
年
よ
り
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
十
三
回
目
と

な
る
今
回
も
全
国
か
ら
力
作
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
審
査
員
講
評
〉

　

あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
ゆ
く
現

代
社
会
。
生
活
に
ゆ
と
り
が
な
く

な
っ
て
い
る
時
代
に
熊
谷
元
一
先
生

の
写
真
を
拝
見
し
ま
す
と
、
そ
こ

に
は
心
癒
さ
れ
る
人
間
生
活
の
原

点
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

う
し
た
動
き
を
表
現
し
て
い
た
だ

こ
う
と
『
の
び
の
び
と
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
募
集
し
ま
し
た
。

　

対
象
の
「
祭
り
に
打
ち
込
む
男

衆
」
は
、
働
き
ず
く
め
の
男
性
が

そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
、
祭
り
に
酔

い
し
れ
る
の
び
や
か
な
表
情
。
画

面
全
体
が
男
の
顔
だ
け
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
撮
影
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
し
て
後
幕
シ
ン
ク
ロ
を
利
用

し
人
間
の
動
き
を
リ
ア
ル
に
表
現

で
き
た
こ
と
で
、
華
や
か
な
祭
り

全
体
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

出
品
作
全
体
を
見
ま
す
と
、
日

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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テ ー マ 部 門

住　　　所お 名 前作　品　名

☆一般の部

○元一写真大賞

（福岡県　福岡市）鹿島　和生「祭りに打ち込む男衆」

○阿智村賞

（大阪府　大阪市）鹿内　竣一「ネット裏の世界」

○信毎賞

（長野県　大鹿村）稲田加奈子「おばあちゃんとキャベツがぬれちゃう」

○ＪＡみなみ信州賞

（秋田県　羽後町）中川　　晋「おっとっと」

○優良賞（2点）

（長野県　信濃町）北村日出子「はだか電球であそぶ」

（神奈川県　横浜市）柴山　　洋「子の為、孫のため」

○佳作（20点）

（愛媛県　松山市）渡部美智子「曾おばあちゃんとの語らい」

（滋賀県　大津市）西田　叔弘「青春」

（新潟県　新潟市）風間　基和「天気晴朗」

（鳥取県　鳥取市）清水　昭代「なにしてるの？」

（長野県　上田市）尾沼　深志「ひと休み」

（群馬県　高崎市）大岡　雅人「砂丘」

（和歌山県　田辺市）亀田きょうかず「おちる」

（静岡県　静岡市）山田　英雄「ケガにも負けず」

（宮城県　仙台市）八木　英雄「石投げ」

（長野県　松本市）丸山ゆき江「仲良し兄弟」

（千葉県　千葉市）竹内　　朗「みんな友達」

（長野県　上田市）中山　千明「つかのまの語らい」

（東京都　小平市）佐藤　恵利「優しい時間」

（東京都　世田谷区）鈴木　明久「熱い想いのエモーション」

（神奈川県　小田原市）本間　成子「熱演」

（長野県　飯田市）下平　雅章「放課後」

（長野県　長野市）深井冨己子「アッカンベー君」

（長野県　長野市）塚田　義一「わたしたちの灯篭祭り」

（長野県　長野市）西村　美枝「生きてる」

（長野県　長野市）高畑　良樹「ハーイ」

☆高校生以下の部

○飯田信用金庫賞（4点）

（山口県　山口市）岡村　智聖「のびのび…」

（熊本県　熊本市）梶山　春美「今日はクラスマッチ」

（千葉県　鴨川市）畠山穂菜美「夏よ、来い恋」

（千葉県　鴨川市）山口　　翔「大自然の中で」

常
生
活
の
中
の
さ
り
げ
な
い
風
景

が
題
材
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
今
で
も

こ
ん
な
の
ど
か
な
光
景
が
あ
る
の
だ
」

と
、
審
査
員
も
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
の
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
一

服
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
次
回
テ
ー
マ　
「
こ
ど
も
」】

　

こ
ど
も
た
ち
は
国
の
宝
で
す
。
少

子
化
と
言
わ
れ
る
今
、
ま
す
ま
す

そ
の
感
は
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
熊

谷
元
一
先
生
の
カ
メ
ラ
ア
イ
も
こ

ど
も
の
姿
を
写
す
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
純
真
な
『
こ
ど
も
』

を
写
す
こ
と
で
、
明
る
い
未
来
を

感
じ
さ
せ
る
作
品
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
、

親
や
家
族
と
の
絆
、
運
動
会
や
遠

足
で
の
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場

面
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
か
ら
テ
ー
マ
に
と

ら
わ
れ
な
い
「
阿
智
村
内
撮
影
部

門
（
阿
智
村
撮
影
賞
）」
を
設
け
ま

す
。
阿
智
村
内
で
撮
影
し
た
作
品
の

全
て
を
応
募
の
対
象
と
し
ま
す
。
村

外
の
方
々
も
、
人
情
、
風
光
が
た

お
や
か
な
阿
智
村
に
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
い
た
だ
き
、
阿
智
村
を
活
写

し
た
作
品
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
審
査
員
長　

伊
東
征
彦
）
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村
内
の
い
く
つ
か
の
集
落
で
は
、
少
子

化
や
高
齢
化
、
人
口
の
自
然
減
な
ど
に
よ

り
、
今
後
、
集
落
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
困
難
と
見
ら
れ
る
集
落
が
で
き
て
き
ま

し
た
。
村
で
は
そ
の
定
義
と
し
て
、
役
場

か
ら
一
・
五
�
以
上
離
れ
、
か
つ
、
高
齢

化
率
が
四
十
％
以
上
の
集
落
を
重
点
的
に

定
住
者
維
持
を
行
う
集
落
と
し
、
現
在
十

四（
別
表
一
）の
集
落
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
集
落
維
持
や
人
口
減
少
を
く

い
止
め
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
阿
智
村

空
き
家
情
報
活
用
制
度
」を
設
け
ま
し
た
。

■
空
き
家
情
報
活
用
制
度
へ
ご
登
録
を
�

　

こ
の
制
度
は
集
落
内
の
空
き
家
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、
集
落
内
の
空
き
家
で
賃

貸
や
売
買
可
能
な
物
件
に
つ
い
て
、
所
有

者
か
ら
村
の
窓
口
に
そ
の
空
き
家
の
登
録

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
窓
口
で
の
相
談
な
ど
で
必

要
と
す
る
方
に
提
供
し
て
、
空
き
家
利
用

の
促
進
を
は
か
る
も
の
で
す
。

＊
た
だ
し
、
具
体
的
な
物
件
の
賃
貸
に
つ

い
て
は
、
当
事
者
間
の
契
約
と
な
り
ま

す
。

■
空
き
家
情
報
活
用
制
度
の
実
績

　

二
十
一
年
度
は
、
二
十
軒
の
空
き
家
登

録
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
十
二
軒
に
新

た
に
入
居
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
空

き
家
利
用
希
望
者
は
、
三
十
六
人
登
録
が

あ
り
、
ま
だ
ま
だ
空
き
家
が
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。

■
空
き
家
貸
借
の
現
場
の
状
況

　

村
内
に
は
、
ま
だ
い
く
つ
も
の
空
き
家

が
あ
り
、
集
落
で
の
調
査
結
果
や
隣
家
の

方
々
の
情
報
を
頂
き
、
村
で
は
空
き
家
調

査
を
行
い
・
賃
貸
や
売
買
の
可
否
に
つ
い

て
、
所
有
者
と
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
次
の
い
く
つ
か
の
事
柄
に
よ
り
、

貸
借
に
至
ら
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

・
お
盆
な
ど
に
兄
弟
が
帰
っ
て
き
た
と
き

の
休
憩
場
所
と
し
た
い
。

・
家
の
中
に
家
財
が
あ
り
片
付
か
な
い
。

・
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
が
さ
れ
て
い

な
い
。
な
ど
で
す
。

　

今
後
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
中
で
、

制
度
を
活
用
し
多
く
の
方
が
阿
智
村
に
住

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
集
落
計
画
で

空
き
家
の
活
用
促
進
を
位
置
付
け
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
は
集
落
を
あ
げ
て
空
き
家

所
有
者
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
集
落
維
持
の
た
め
、
空
き
家
を
お

貸
し
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域
を
あ
げ
て
の

推
進
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
「
ぬ
く
も
り
の
田
舎
暮
ら
し
推
進
事

業
補
助
金
」
制
度
に
よ
り
、
空
き
家

の
賃
貸
・
売
買
な
ど
の
た
め
に
必
要

な
整
備
（
ゴ
ミ
の
廃
棄
、
雨
漏
り
修

繕
な
ど
）
経
費
の
二
分
の
一
が
助
成

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
補
助
金
の
限

度
額
は
二
十
万
円
ま
で
と
し
、
一
物

件
一
回
限
り
の
助
成
と
し
ま
す
。

②
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
空
き

家
情
報
と
し
て
情
報
の
発
信
を
い
た

し
ま
す
。（
ご
希
望
に
よ
り
）

③
空
き
家
利
用
希
望
者
に
は
、
村
に
住

む
宣
誓
書
と
個
人
情
報
を
登
録
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
賃
貸
の
連
絡
調
整

が
比
較
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

④
役
場
窓
口
に
訪
れ
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

希
望
者
へ
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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へ
要
綱
・
申
込
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

役
場
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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阿
智
村
役
場　

協
働
活
動
推
進
課

定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
五
一
二
）

�
四
三－

二
三
五
一

E
-m
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vill.achi.nag
ano.jp

 
  
          
             
      

集　　落　　名地  区  名

青見平・寺尾伍和地区

大沢智里東地区

濃間・中央・横川智里西地区

恩田・宮本・浪合上町・下半堀浪合地区

中区・登区・清水区・上二区清内路地区

■
制
度
を
利
用
さ
れ
る
と
、次
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

別表1　集落維持重点集落
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お問い合わせ・申し込みは　保健師まで　　　電話  43－2220（内線228）

　国民健康保険に加入の特定健診対象者の方（40才～74才）に、特定健診受診券を7月中旬ごろ配
布します。特定健診を受診する際に提出して頂きますので無くさないようお持ちください。

　7月1日現在、今年度の特定健診受診希望者は732名です。
　　　　（内訳）   村の集団健診　　　　　　　  406名
　　　　　　　　医療機関等の個別健診　　  　326名

　現在の受診率は 56.1％ です。

　※特定健診対象者の方で、調査表に回答のない方は、保健師が電話で確認させて頂きます。

回　　　　　　答質　　　　　　問

内蔵脂肪に着目した脳卒中、心筋梗塞など血管病を
予防する健診項目です。
身長、体重、腹囲測定、血圧測定、血液検査、尿酸
＊、眼底検査＊
　＊は村独自追加項目です。
・自己負担額：1,000円
また特典として、筋肉量の測定や、みそ汁の塩分
濃度測定も無料で行えます。

村の健診の項目は何ですか？

原則可能ですが、必ずご希望の医療機関にお問い合
わせ下さい。
調査表に「医療機関で受ける」と記入された方には
受診券と合わせて案内を同封します。
・医療機関に必ず事前予約をして下さい。
・持ち物：受診券・保険証
・自己負担額：2,500円

医療機関で特定健診を受けられますか？

特定健診は治療中の方も対象です。受診率にも影響
しますので、受診して下さい。

高血圧で治療中なのですが、特定健診は受
けなくていいですか？

特定健診は毎年受けましょう。継続して受けること
により、自分の体の記録にもなります。昨年受けた
方はぜひ続けて受けましょう。

特定健診は昨年受けたのですが？

特定健診  Q & A

つぶやき 
保健師

さんの
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　「人と人との交流を深め、一人一人が成長できる楝祭にしたい」
「全員が元気かつ笑顔に自然になれるようにしたい」という“願い”を込
め、各係やクラブ、クラスの活動や発表に取り組みました。
　大勢の地域の方々にご来校いただき、ありがとうございました。

�������	
��
����

�������	


　満点を獲得した2名は、後日、飯田
エフエム放送に出演しました。

　4名の実習生を迎え、3週間の実習が行わ
れました。
　目標に向かって努力する先輩の姿に、在
校生も大いに刺激を受けたことと思います。
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八
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
。

　

八
月
十
日
の
「
道
の
日
」（
国
土
交
通

省
が
昭
和
六
十
一
年
に
制
定
）に
合
わ
せ
、

道
路
の
意
義
、
重
要
性
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
普

in

及
啓
発
事
業
「
道
の
日
フ  
 
信
州
平
谷
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

八
月
七
日
�
〜
八
月
九
日
�

　
　
　
　

午
前
十
時
〜

▼
場
所　

道
の
駅  
信
州
平
谷（
下
伊
那
郡

平
谷
村
二
五
二  
国
道
一
五
三
号
沿
い
）

▼
内
容

・
道
路
愛
護
功
労
者
等
表
彰
式（
八
月
九
日
）

・
道
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
（
八
月
九
日
）

・
飯
田
、下
伊
那
の
道
の
駅
四
駅（
遠
山
郷
、信

州
平
谷
、信
濃
路
下
條
、信
州
新
野
千
石

平
）に
よ
る
物
産
展（
八
月
七
日
〜
九
日
）

▼
主
催　

道
の
日
事
業
実
行
委
員
会

（
国
土
交
通
省
飯
田
国
道
事
務
所
、長
野

県
飯
田
建
設
事
務
所
、
飯
田
市
、
下
伊

那
郡
町
村
会
）

▼
問
合
せ

　

道
の
日
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
飯
田
建
設
事
務
所  
維
持
管
理
課  
管
理

係  
�
〇
二
六
五－

五
三－

〇
四
五
〇
）
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年　金太郎

あ
ぜ
み
ち 

　

来
年
は
三
六
災
害
か
ら
五
十
年
目
の
年

に
な
り
ま
す
。
三
六
災
害
の
復
旧
が
、

私
の
役
場
就
職
、
最
初
の
仕
事
で
し
た

の
で
そ
の
被
害
の
大
き
さ
は
、
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
雨
に
よ
る
い
く
つ
も
の

災
害
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
尊
い
同

僚
の
死
も
あ
り
ま
し
た
。
平
成
一
二
年

の
戸
沢
を
襲
っ
た
災
害
以
来
大
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
、
極
地
的
な
豪
雨
に
よ
る
被
害
が

全
国
各
地
で
お
き
て
い
ま
す
。
大
雨
に

よ
り
従
来
の
表
層
崩
落
で
は
な
く
、
深

層
崩
落
と
い
う
山
全
体
が
流
れ
出
す
と

い
う
災
害
が
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

　

山
間
地
に
暮
す
私
達
は
、
常
に
災
害

と
隣
り
合
わ
せ
で
暮
し
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
周
り
に
危
険
な
所
は
な
い
か
、

災
害
が
お
き
た
な
ら
ど
う
非
難
す
る
か
等
々

家
族
で
地
域
で
考
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
今
年
の
無
災
害
を
祈
り
つ
つ
。

（
一
）




